
         ３月誕生日会          

 

３月８日（水）、ホールにて３月生まれの子たちの誕生日会が開かれました。 

 

≪年少・年中≫ 

最初は年少・年中組の会です。司会の先生から「みんな、年少・年中としての誕生日会は今

日が最後です。」というお話があり、子どもたちも進級することを感じたのではと思います。 

今月が誕生日の子たちが前に出て並び、一人ひとりマイクを向けられ「○○組の△△です。」

とご挨拶。「ひーとりふーたり、さんにのよいこ♪」のかぞえ歌をみんなで歌いながら誕生

日の子の人数を数え、お祝いするのが誕生日会の恒例です。 

続いては、年少・年中の先生方によるペープサート（紙人形劇）。今回は「ゆうびんうさぎ

とおおかみがぶり」です。 

乱暴者でみんなに恐れられていたおおかみが、実はさみしがり屋でみんなに構ってほしか

ったんだと分かり、みんなでおおかみにお手紙を出してお友達になろうというお話でした。

子どもたちはじっとお人形たちに集中して見入っていました。 

そのあとは、こちらも恒例の歌のプレゼント。向かい合わせになり、年少組は「おはながわ

らった」、年中組は「ぼくのミックスジュース」をお互いに向けて歌いました。 

最後はお友達と仲良く手をつないで、元気に歌いながら退場しました。 

 

 

 

 

≪年長≫ 

次の会は年長組の番です。 

先生からは「今日が最後の誕生日会。いろんなことが『最後』になってくるね。」というお

話があり、子どもたちも真剣に聞いていました。 

年少・年中組と同じように、今月誕生日の子は前に並んで自己紹介。名乗るたびに他の子た

ちから「おめでとー！！」という元気な声が飛び交い、とてもあたたかい雰囲気でした。 

そして誕生日の子たちは一人ずつ先生からマイクを向けられ、「うきうきバースデイ」をワ

ンフレーズずつ歌いました。少し歌詞を変え、「みんなでおいわい ありがとう♪」とお友



達へのお礼として歌っているのが印象的でした。 

年長の先生方からの出し物は「じごくのそうべえ」の大型紙芝居。登場人物は紙人形で動き

ます。先生の軽妙な語りに引き込まれ、こちらもつい夢中になって見入ってしまいました。

そうべえたちが地獄で繰り広げるコミカルな冒険に子どもたちも大笑い。鬼の体の中でい

たずらをする場面がいちばん盛り上がりました。こちらも絵本が原作で他にもシリーズが

あるそうなので、気になった方はぜひ探してみてください。 

歌はみんなで「一年生になったら」を大合唱。元気よく歌い上げました。 

最後にそれぞれお友達と手をつないで仲良く退場し、３月の誕生日会はお開きとなりまし

た。 

 みんな、おたんじょうび おめでとう！  

 

 

 


